第２０章　宗教および文化
宗教法人の概況
　宗教法人とは、神道系、仏教系、キリスト教系、諸教等の神社、寺院、教会、その他の教団等で宗教法人法によって設立された法人をいうが、大阪府下の宗教法人総数は、昭和52年３月31日現在6,190法人で総数においては前年より1法人増加した。
　内訳は神道系が前年度より１法人増え1,083法人（総法人数の17.5パーセント）、仏教系は１法人増の3,366法人（同54.4パーセント）､キリスト教系は４法人増の211法人（同3.4パーセント）、諸教は５法人減の1,530法人（同24.7パーセント）となっている。
　宗教別のおもなものをみると､仏教系の真宗系が1,478法人（総法人数の23.9パーセント）を占め、ついで諸教系の天理教が1,448法人（同23.4パーセント）で、この両派で全体の約半分を占めている。ついで、神道系の神社が697法人（同11.3パーセント）、仏教系の浄土宗系が517法人（同8.4パーセント）、真言宗系が357法人（同5.8パーセント）、日蓮宗系325法人（同5.3パーセント）となっている。また、地域別にみると市部が5,870法人（総法人数の94.8パーセント）と集中しており、おもな地域は大阪市2,446法人（同39.5パーセント）、堺市452法人（同7.3パーセント）、東大阪市436法人（同7.0パーセント）等である。
興行場・娯楽施設の概況
　興行場法に基づく許可施設数（昭和51年12月末現在）は270場（前年より３場減）で、娯楽施設利用税の課税対象となった施設数（52年３月末現在）は5,701場（同256場増）となり、合計5,971場（同262場増）であった。
　これを市町村別にみると大阪市が3,761場で全体の63パーセントを占め、ついで東大阪市318場、堺市312場の順になっている。
　また、種類別にみると麻雀場が4,242場で、ついで打球場（パチンコ・スマートボール）704場、撞球場274場、映画館270場、ゴルフ練習場217場となっているが、前年に比べると麻雀場が342場増のほかはいずれも前年並みか減少となっている。
テレビの普及状況
　テレビの普及状況を昭和52年３月末現在のNHK契約数でみると、府下のテレビ普及数は194万5,770件、前年度に比べ２万8,211件の増加となっている。これを51年10月１日現在の府下全世帯に対する普及率でみると、本年度は76.1パーセントとなり前年度に比べ0.2ポイント増加した。これを内訳でみると、43年度から新設されたカラー契約は62.6パーセントの普及率で160万2,478件の視聴数となり、前年度に比べ増加しているが、白黒契約数は普及率13.4パーセントで34万3,292件と視聴数は減少の一途をたどっている。
図書館の概況
　ここに述べる図書館とは、図書館法により設立された公共図書館のうち公立図書館をいい、私立図書館、学校図書館等は含まれていない。府下の図書館数（分館を含む）は、昭和52年３月31日現在32館で前年より４館増である。設置者別にみると、府立２館、大阪市立10館、その他の市立19館、町立１館となっている。
　これらの図書館に所蔵されている図書冊数は、昭和51年度末現在272万６千冊で、この１年間に26万1千冊増加した。
　つぎに貸出状況をみると、51年度中に個人ならびに団体等に貸出された図書は、761万３千冊にもおよんでいる。このうち個人に貸出された冊数は501万１千冊である。また、図書貸出登録者数は51年度末現在、個人が33万４千人、グループ等の団体は483団体となっている。
